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史
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聖
隷
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
求
め
た
理
念

聖
隷
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
求
め
た
理
念

を
尋
ね
、
日
々
革
新
を
重
ね
る

を
尋
ね
、
日
々
革
新
を
重
ね
る

社
会
福
祉
法
人
聖
隷
福
祉
事
業
団
　
理
事
長 

青
木 

善
治

　

社
会
福
祉
法
人
聖
隷
福
祉
事
業
団
（
以

下
、
事
業
団
）
の
基
本
理
念
は
、「
キ
リ

ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
隣
人
愛
」
で
あ

り
、
私
た
ち
の
大
き
な
使
命
は
、
地
域

の
生
活
課
題
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
最

も
困
っ
て
い
る
人
に
寄
り
添
い
支
援
す

る
こ
と
で
す
。
聖
隷
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

た
ち
が
結
核
患
者
に
実
践
し
て
き
た
「
目

の
前
に
い
る
最
も
小
さ
い
者
の
一
人
に

手
を
差
し
伸
べ
る
」
こ
と
が
、
現
在
に

至
る
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
、
各
事
業

の
サ
ー
ビ
ス
の
根
幹
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

聖
隷
の
「
創
設
期
・
黎
明
期
」
の
歴

史
は
、
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
も
資
料
等
で

知
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
１
９
７
３
年
聖
隷
保
養
園
か

ら
聖
隷
福
祉
事
業
団
と
な
っ
た
以
降
の

「
発
展
・
拡
大
期
」
に
お
い
て
も
、
先

人
た
ち
は
こ
の
基
本
理
念
を
拠
り
所
と

し
、
必
要
と
さ
れ
る
事
業
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
現
在
の
私
た
ち

が
日
々
実
践
し
て
い
る
保
健
・
医
療
、

福
祉
、
介
護
等
の
事
業
に
綿
々
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
そ
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に

は
、
確
固
と
し
た
理
念
や
価
値
観
に
裏

付
け
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
で
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。〝
聖
隷
の
理
念
や
歴
史
を
尋

ね
る
こ
と
（
そ
の
本
質
を
深
く
探
る
こ

と
）〟
は
、
今
ま
で
の
事
業
団
の
サ
ー
ビ

ス
の
実
践
を
振
り
返
り
、
今
後
の
事
業

の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
重
要
な
き
っ

か
け
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
は
、
法
人
創
立
50
年
以
降
の
１

９
８
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代
初
め

の
「
発
展
・
拡
大
期
」
に
焦
点
を
当
て
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
聖
隷
ら
し
い
事
業
展
開
の
歴
史

を
探
り
、
新
た
な
時
代
に
挑
む
一
助
と

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
１
９
８
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代

初
め
の
「
発
展
・
拡
大
期
」
の
特
色
あ

る
事
業
運
営
〉

■
ホ
ス
ピ
ス
・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
・
総
合

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
　
等

　
「
聖
隷
三
方
原
病
院
」
に
お
い
て
は
、

ホ
ス
ピ
ス
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ピ
ス
は
、
１
９

８
０
年
代
「
が
ん
」
が
日
本
人
の
死
因
の

第
一
位
と
な
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
肉

体
的
な
痛
み
を
取
り
除
く
た
め
の
治
療

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
な
苦
痛
・

孤
独
・
不
安
な
ど
を
軽
減
し
て
、
最
後

ま
で
人
間
ら
し
く
、
尊
厳
を
持
っ
て
生

き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
援
助
す

る
た
め
、
１
９
８
１
年
に
日
本
初
の
ホ

ス
ピ
ス
病
棟
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

時
代
と
共
に
治
療
や
ケ
ア
の
在
り
方
は

変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
原
点
で
あ
る

「
隣
人
愛
」
の
精
神
は
変
わ
ら
ず
、
多

職
種
チ
ー
ム
で
患
者
と
ご
家
族
に
寄
り

添
い
、
ケ
ア
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業
は
、
治
療
ま
で

の
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
医
師
を
早

く
救
急
現
場
へ
派
遣
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
１
年
の
正
式

運
航
開
始
か
ら
遡
る
こ
と
17
年
、
１
９

８
４
年
に
中
日
本
航
空
株
式
会
社
等
と

共
に
日
本
救
急
医
療
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
株

式
会
社
を
設
立
し
、
日
本
で
初
め
て
自

主
運
航
を
始
め
ま
し
た
。
正
式
運
航
に

聖
隷
福
祉
事
業
団

特集

ホスピス病棟
（1981年開設）

ドクターヘリ
（2001年正式運航）
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至
る
ま
で
の
間
の
多
く
の
苦
労
は
、
少

し
で
も
早
く
治
療
開
始
す
る
こ
と
に
よ

り
、
救
え
る
命
が
あ
る
と
い
う
想
い
を

優
先
し
た
結
果
で
あ
り
、
こ
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
障

害
の
軽
減
等
の
効
果
が
デ
ー
タ
と
し
て

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
聖
隷
浜
松
病
院
」
は
、
未
熟
児
セ
ン

タ
ー
（
１
９
７
７
年
開
設
）
に
お
け
る
新

生
児
医
療
や
分
娩
取
り
扱
い
実
績
お
よ

び
胎
児
異
常
に
よ
る
紹
介
分
娩
へ
の
対

応
が
評
価
さ
れ
、
１
９
９
８
年
静
岡
県

初
の
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。
心
身
障
が
い

児
（
者
）
の
7
割
は
周
産
期
の
障
が
い

に
よ
る
合
併
症
に
原
因
が
あ
る
も
の
で
、

早
期
に
十
分
な
治
療
を
行
え
ば
予
防
で

き
る
、
と
の
考
え
の
も
と
、
未
熟
児
セ

ン
タ
ー
は
日
本
で
最
初
に
新
生
児
専
用

救
急
車
を
配
備
し
、
静
岡
県
西
部
地
区

の
産
科
医
療
機
関
か
ら
の
ハ
イ
リ
ス
ク

児
の
入
院
依
頼
に
対
し
て
、
24
時
間
い

つ
で
も
搬
送
入
院
で
き
る
体
制
で
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
最
も
小
さ
い
者

の
一
人
で
あ
る
新
生
児
に
献
身
的
に
手

を
差
し
伸
べ
る
事
業
と
言
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
国
立
三
病
院
の
経
営
移
譲

　

国
が
１
９
８
６
年
よ
り
「
国
立
病
院
・

療
養
所
の
再
編
成
計
画
」
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
国
立
病
院
の
事
業
や
財
産

を
民
間
に
移
譲
す
る
に
は
、
医
療
に
実

績
の
あ
る
公
益
的
組
織
に
と
い
う
こ
と

で
、
社
会
福
祉
法
人
で
あ
る
事
業
団
に

移
譲
す
る
話
が
進
み
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
１
９
９
９
年
12
月
国
立
明
石
病

院
岩
屋
分
院
の
経
営
移
譲
を
受
け
、「
聖

隷
淡
路
病
院
」（
兵
庫
県
淡
路
市
）
を
開

設
、
続
い
て
２
０
０
３
年
3
月
に
、
国

立
横
浜
東
病
院
の
移
譲
を
受
け
て
、「
聖

隷
横
浜
病
院
」（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
を

開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
４

年
3
月
に
国
立
佐
倉
病
院
の
移
譲
を
受

け
て
、「
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院
」（
千
葉

県
佐
倉
市
）
を
開
設
し
ま
し
た
。
国
立

病
院
移
譲
の
計
画
段
階
で
は
、
経
営
面

で
の
心
配
も
あ
り
、
反
対
意
見
も
聞
か

れ
て
い
ま
し
た
が
、
法
人
理
念
に
基
づ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
想
い
に
応
え

る
決
断
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
三
病
院
と

も
に
地
域
の
中
核
的
な
病
院
と
し
て
地

域
利
用
者
へ
の
保
健
予
防
活
動
は
も
と

よ
り
、
救
急
医
療
体
制
整
備
や
診
療
機

能
充
実
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

根
差
し
た
医
療
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
病
院
事
業

　

２
０
０
８
年
に
浜
松
市
よ
り
「
浜
松

市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
」
の
指

定
管
理
者
、
続
い
て
２
０
１
３
年
に
袋

井
市
か
ら
袋
井
市
民
病
院
の
指
定
管
理

者
と
な
り
、「
袋
井
市
立
聖
隷
袋
井
市
民

病
院
」
と
し
て
運
営
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
他
、「
一
般
財
団
法
人
芙
蓉
協

会 

聖
隷
沼
津
病
院
」（
１
９
７
４
年
10
月

長
谷
川
保
理
事
長
就
任
）、「
一
般
財
団

法
人
恵
愛
会 

聖
隷
富
士
病
院
」（
２
０
０

１
年
6
月
山
本
敏
博
理
事
長
就
任
）、「
医

療
法
人
聖
愛
会 

松
山
ベ
テ
ル
病
院
」
へ

の
運
営
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
に
事
業
団
の
医
療
事
業
は
、

21
世
紀
に
入
り
、
よ
り
高
度
で
質
の
高

い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
一
方
で
、

無
料
低
額
診
療
事
業
に
よ
る
生
活
困
窮

者
の
支
援
や
多
人
数
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
配
置
す
る
な
ど
社
会
福
祉

法
人
立
の
病
院
と
し
て
社
会
福
祉
的
な

支
援
も
数
多
く
の
病
院
で
行
っ
て
き
ま

し
た
。
利
用
者
満
足
を
向
上
さ
せ
、
地

域
か
ら
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
る
病
院
と
し

て
、
静
岡
県
西
部
地
域
だ
け
で
は
な
く
、

全
国
各
地
で
地
域
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た

医
療
事
業
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
保
健
事
業
の
統
合

　
「
創
設
期
・
黎
明
期
」
に
結
核
の
予
防

活
動
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
検
診
事

業
は
、
１
９
７
５
年
に
聖
隷
浜
松
病
院

の
公
衆
衛
生
活
動
部
が
、「
聖
隷
健
康
診

断
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
独
立
、
１
９
８

７
年
に
は
聖
隷
三
方
原
病
院
検
診
部
門

が
「
聖
隷
予
防
検
診
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
独
立
し
ま
し
た
。
１
９
９
９
年
、
両

セ
ン
タ
ー
は
保
健
事
業
部
と
し
て
統
合

さ
れ
、
２
０
１
０
年
に
は
「
聖
隷
健
康

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ーShizuoka

」（
静
岡

県
静
岡
市
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。「
疾

病
の
予
防
は
治
療
に
優
る
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
健
康
診
断
・
人
間

ド
ッ
ク
事
業
に
よ
る
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
だ
け
で
な
く
、
健
康
づ
く
り

支
援
や
労
働
安
全
衛
生
事
業
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

■
有
料
老
人
ホ
ー
ム
事
業
の
共
同
事
業
化

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
、
１
９
６
３
年

老
人
福
祉
法
の
成
立
と
と
も
に
誕
生
し

ま
し
た
。
事
業
団
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム

は
１
９
７
３
年
、
ま
だ
全
国
に
少
数
し

新生児未熟児救急車
（1977年日本初配備）

聖隷佐倉市民病院
（2004年開設）
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開
園
し
ま
し
た
。
創
始
者 

長
谷
川
保
の

「
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
善
し
、
人
生

の
最
後
の
行
程
を
幸
せ
に
過
ご
す
こ
と

の
願
い
」
で
始
ま
る
“
エ
デ
ン
の
園
を

み
ん
な
に
”
の
想
い
と
日
本
生
命
、
住

宅
公
社
の
想
い
を
結
実
さ
せ
た
共
同
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
社
会
福
祉
事
業
・
在
宅
事
業

　

１
９
９
０
年
代
は
、
特
に
事
業
団
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
連
事
業
が
躍
進
し
た

時
期
で
す
。
そ
の
要
因
は
ま
ず
、
社
会

的
背
景
と
し
て
少
子
高
齢
化
が
重
要
な

社
会
的
・
政
治
的
課
題
と
な
り
、
１
９

８
９
年
12
月
に
発
表
さ
れ
た
「
高
齢
者

保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
（
ゴ
ー
ル

ド
プ
ラ
ン
）」
に
よ
っ
て
、
高
齢
化
対

策
が
行
政
の
重
要
政
策
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一

つ
の
要
因
と
し
て
は
、
当
時
の
社
会
福

か
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に「
浜

名
湖
エ
デ
ン
の
園
」
の
開
設
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
平
成
に
入
っ
た
１
９
９
０

年
代
は
高
齢
社
会
の
幕
開
け
と
と
も
に
、

全
国
的
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
が
普
及
し

て
き
ま
し
た
。
多
く
の
民
間
企
業
が
シ

ル
バ
ー
産
業
に
参
入
す
る
時
代
と
な
り
、

事
業
団
も
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
と

共
同
で
法
人
を
設
立
し
、
１
９
９
２
年

に
「
奈
良
ニ
ッ
セ
イ
エ
デ
ン
の
園
」（
奈

良
県
北
葛
城
郡
河
合
町
）、
１
９
９
７
年

に
「
松
戸
ニ
ッ
セ
イ
エ
デ
ン
の
園
」（
千

葉
県
松
戸
市
）
を
開
園
し
ま
し
た
。
ま

た
、
高
齢
社
会
を
背
景
に
東
京
都
住
宅

公
社
は
高
齢
者
住
宅
整
備
を
計
画
し
て

お
り
、
事
業
団
と
の
共
同
事
業
化
が
実

現
し
、
１
９
９
６
年
に
「
明
日
見
ら
い

ふ
南
大
沢
」（
東
京
都
八
王
子
市
）
が

祉
法
人
の
大
半
は
現
在
よ
り
小
規
模
で

地
域
限
定
的
な
規
模
の
法
人
ば
か
り
で

し
た
が
、
事
業
団
は
規
模
も
大
き
く
、

特
に
医
療
と
と
も
に
総
合
的
に
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
多
く
の
利
用
者

を
支
え
て
き
た
実
績
が
評
価
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
多
く
の
自
治
体
か
ら
の
事

業
要
請
に
応
え
る
形
で
事
業
が
拡
が
り

ま
し
た
。

〈
終
わ
り
に  

〜
理
念
継
承
を
進
め
、
人

か
ら
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
実
践
〜
〉

　

事
業
団
は
２
０
３
０
年
に
法
人
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
創
立
時
数

名
だ
っ
た
職
員
数
も
、
２
０
２
５
年
1

月
現
在
で
は
１
万
６
千
名
を
超
え
る
職

員
数
と
な
り
、
1
都
7
県
に
２
０
９
施

設
を
運
営
す
る
大
規
模
な
社
会
福
祉
法

人
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
主
に
１

９
８
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代
初
め

に
か
け
て
時
代
背
景
や
地
域
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
き
た
特
色
あ
る
事
業
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
１
９
８
０
年
代
以
降

の
40
年
で
、
事
業
団
は
急
激
な
成
長
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
事
業

展
開
は
、
事
業
拡
大
を
目
的
と
し
た
も

の
で
は
な
く
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
受

け
継
い
で
き
た
聖
隷
理
念
を
拠
り
所
と

し
て
、
時
代
要
請
に
応
え
て
き
た
結
果

だ
と
考
え
ま
す
。
事
業
団
の
最
大
の
強

み
は
、
法
人
の
各
施
設
が
連
携
し
、
利

用
さ
れ
る
方
々
の
状
況
に
応
じ
て
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
提
供
で
き

る
こ
と
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
の

方
ま
で
、
病
気
・
障
が
い
が
あ
る
方
、
生

活
困
窮
の
方
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
方
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
人
ら
し
く
生
活
し
て

い
く
た
め
の
総
合
的
な
支
援
体
制
が
あ

り
ま
す
。
今
後
は
、
１
０
０
年
の
間
に

そ
れ
ぞ
れ
発
展
し
た
聖
隷
グ
ル
ー
プ
の

法
人
と
も
連
携
を
強
化
し
、
医
療
・
福

祉
・
教
育
と
い
う
こ
れ
か
ら
最
も
重
要

視
さ
れ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
事
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
地
域
社
会

の
た
め
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
複
雑
で
曖
昧
な
社
会
情
勢
が

続
き
、
地
域
生
活
課
題
が
顕
著
化
す
る

時
代
と
な
り
、
２
０
４
０
年
頃
か
ら
は
、

深
刻
な
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
変
化
す
る

少
子
高
齢
化
や
医
療
制
度
改
革
な
ど
の

外
部
環
境
の
中
に
あ
っ
て
も
、
事
業
団

の
事
業
の
根
幹
は
「
人
」
で
す
。
歴
史
や

理
念
の
継
承
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
か
、
法
人
内
の
理
念
浸
透
や
イ

ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
向
上
へ
の
取

り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
強
化
し
て
い
く

か
は
、
こ
れ
か
ら
を
担
う
私
た
ち
に
与

え
ら
れ
た
重
要
な
課
題
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
理
念
に
基
づ
く
最
高
の
質
の
サ
ー

ビ
ス
の
追
求
を
図
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推
進
す
る

な
ど
、
常
に
「
人
か
ら
人
へ
の
寄
り
添

う
サ
ー
ビ
ス
」
を
意
識
し
た
法
人
運
営

を
継
続
し
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の

使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

浦安愛光園
（2006年開園）

奈良ニッセイエデンの園
（1992年開園）
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聖隷福祉事業団が1990年代～ 2000年代初めに開設した在宅・福祉事業一覧

西暦 内　容

1990 年 東京海上火災保険株式会社（現　東京海上日動保険株式会社）との共同事業
「聖隷コミュニティケアセンター」開設

1991 年 老人保健施設「三方原ベテルホーム」開設

1992 年 特別養護老人ホーム「横須賀愛光園」（神奈川県横須賀市）開設
浜松市重度身体障がい者地域生活支援事業用住宅「シオンハウス」開設

1993 年 「訪問看護ステーション住吉」、特別養護老人ホーム「森町愛光園」開設

1995 年 「宝塚市逆瀬台デイサービスセンター」（兵庫県宝塚市）運営受託
「訪問看護ステーション細江」、「同 浅田」、「同 宝塚」（兵庫県宝塚市）開設

1996 年 心身障がい児小規模通園施設「のぞみ園」（鹿児島県名瀬市・現 奄美市）開設

1997 年 特別養護老人ホーム「いなさ愛光園」開設、「訪問看護ステーション貴布弥」
等開設、「せいれいへルパーステーション逆瀬川」（兵庫県宝塚市）開設

1998 年 「せいれいへルパーステーション上大岡」（神奈川県横浜市）開設

1999 年

特別養護老人ホーム「和合愛光園」、「浜北愛光園」、「花屋敷栄光園」（兵庫県
宝塚市）、「淡路栄光園」（兵庫県淡路市）開設

「ケアハウス花屋敷」（兵庫県宝塚市）、「せいれい訪問看護ステーション花屋敷」
（同）等開設
「浦安市特別養護老人ホーム」、「浦安市ケアハウス」等、浦安市より運営受託（後
に指定管理受託）

2000 年 いなさ愛光園「認知症対応型老人共同生活援助事業ほのぼのケアガーデン」
開設、「聖隷ケアプランセンター浜松」等開設

2002 年 「逆瀬川あゆみ保育園」（兵庫県宝塚市）開設

2003 年 御殿山あゆみ保育園」（兵庫県宝塚市）、身体障がい者療護施設「みるとす」、
特別養護老人ホーム「松戸愛光園」（千葉県松戸市）等開設

2006 年 特別養護老人ホーム「浦安愛光園」（千葉県浦安市）、老人保健施設「浦安ベ
テルホーム」（同）、診療所「浦安せいれいクリニック」（同）等開設

2007 年 「聖隷厚生園ナルド工房」開設

2008 年 「野上あゆみ保育園・児童館」（兵庫県宝塚市）開設
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十
字
の
園

「
静
か
な
祈
り
の
時
に
」

　

十
字
の
園
の
名
前
は
、
十
字
架
の
下
、

神
様
の
愛
を
頼
り
に
憩
う
庭
（
園
）、
職

員
も
ご
利
用
者
も
一
つ
に
集
い
助
け
合

う
団
体
に
し
た
い
と
そ
の
名
が
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
集
っ
た
一
人
ひ
と

り
が
祈
り
合
う
中
で
日
常
が
形
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
表
題
の
「
静
か
な
祈
り
の

時
に
」
と
い
う
本
が
あ
り
、
ス
イ
ス
の

一
婦
人
ケ
テ
ィ
・
ホ
ー
ル
さ
ん
が
三
十

年
以
上
に
わ
た
っ
て
書
き
続
け
た
も
の

で
す
。
彼
女
は
、
読
者
が
日
々
の
み
言

葉
を
頂
き
祈
る
助
け
に
な
る
よ
う
に
、

聖
書
の
釈
義
は
せ
ず
に
思
い
を
込
め
ま

し
た
。
そ
れ
を
デ
ィ
ア
コ
ニ
ッ
セ
の
姉

妹
が
大
切
に
読
み
、
一
日
一
日
を
神
様

と
共
に
歩
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
付
属
の

小
さ
な
冊
子
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
支
援
の
現
場
で
揺
れ
動
く
心

に
慰
め
と
励
ま
し
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

時
代
が
変
わ
る
中
で
、
変
わ
ら
な
い

神
様
の
恵
み
に
生
か
さ
れ
、
昨
年
の
ク

リ
ス
マ
ス
に
職
員
と
ご
利
用
者
が
洗
礼

を
受
け
ら
れ
、
お
互
い
に
祈
り
合
う
小

さ
な
憩
い
の
庭
に
、
イ
エ
ス
様
は
居
て

く
だ
さ
る
励
ま
し
を
頂
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
今
年
は
い
よ
い
よ
浜
松
十
字

の
園
の
さ
つ
き
棟
の
改
築
が
始
ま
っ
て

参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
私
た

ち
の
歩
み
が
守
ら
れ
ま
す
よ
う
に
お
祈

り
く
だ
さ
い
。

 

（
１
／
10　

理
事
長　

鈴
木
淳
司
）

イ
ン
ド
聖
隷
希
望
の
家

　

ク
リ
ス
マ
ス
と
新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

希望の家のクリスマスキャロル礼拝

　

２
０
２
４
年
は
私
た
ち
に
と
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
そ
の
成
果
、
そ
し
て
祝

福
に
満
ち
た
忘
れ
ら
れ
な
い
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
し
た
。
困
難
を
乗
り
越

え
さ
せ
て
く
だ
さ
り
、
そ
し
て
喜
び
の

時
に
私
た
ち
と
共
に
い
て
く
だ
さ
っ
た

神
様
に
感
謝
し
ま
す
。
本
当
に
心
温
ま

る
、
大
切
な
思
い
出
に
満
ち
た
年
で
し

た
。
イ
ン
ド
聖
隷
希
望
の
家
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
々
、
高
齢
者
、
ケ
ア
と
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
な
人
々
へ
の
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
て
以
来
35
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

神
様
の
豊
か
な
お
恵
み
と
、
そ
れ
ら
の

人
々
に
仕
え
る
確
固
た
る
決
意
を
も
っ

て
、
こ
の
35
年
間
奉
仕
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
神
様
は
私
た
ち
が
強
く
あ

る
た
め
に
必
要
な
お
恵
み
を
与
え
て
く

近隣の学校の生徒たちとの交流−前列中央にアブラハムさん

だ
さ
る
こ
と

に
よ
っ
て
私

た
ち
の
人
生

の
バ
ラ
ン
ス

を
と
っ
て
く

だ
さ
い
ま

す
。
新
た
な

信
仰
と
希
望

を
も
っ
て
共

に
新
年
を
迎

え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
様
の
心

か
ら
の
愛
と

ご
支
援
に
よ

り
、
こ
れ
ま

で
何
年
に
も

わ
た
り
私
た

ち
希
望
の
家
が
多
く
の
人
々
の
生
活
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
常
に
私

た
ち
の
こ
と
を
心
に
留
め
、
そ
の
旅
路

の
一
部
に
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
っ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

（
12
／
24　

代
表　
Ⅴ
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
）

遠
州
栄
光
教
会

　

昨
年
２
０
２
４
年
は
、
わ
た
し
ど
も

遠
州
栄
光
教
会
の
歴
史
の
源
で
あ
る
日

本
基
督
教
会
濱
松
伝
道
所
の
創
立
か
ら

１
０
１
年
目
、
浜
松
宣
教
2
世
紀
の
歩

み
へ
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

長
く
牧
師
一
人
の
体
制
が
続
い
て
、

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

聖
隷
グ
ル
ー
プ
の
動
き

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

2026（令和 8）年 12月完成予定

さつき棟

仮事務所
・相談室

工事期間中の
来客用玄関
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諸
施
設
で
の
奉
仕
が
十
分
に
捧
げ
ら
れ

ず
に
い
ま
す
こ
と
を
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
教
会
の
働
き
が
豊
か
に
さ
れ
、

聖
隷
グ
ル
ー
プ
の
創
立
の
精
神
が
輝
き

続
け
て
い
き
ま
す
よ
う
に
、
教
会
全
体

で
牧
師
招
聘
の
祈
り
を
祈
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

三方原礼拝堂 住吉礼拝堂のクリスマス礼拝

　

２
０
２
４
年
は
、
三
方
原
会
堂
で
7

人
の
方
た
ち
を
新
た
に
教
会
員
と
し
て

お
迎
え
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
は
、

浜
松
十
字
の
園
に
お
住
い
の
方
と
職
員

の
方
、
聖
隷
三
方
原
病
院
で
池
谷
明
高

チ
ャ
プ
レ
ン
の
司
式
で
洗
礼
を
受
け
ら

れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
２
０
２

３
年
秋
に
聖
隷
三
方
原
病
院
ホ
ス
ピ
ス

で
洗
礼
を
受
け
ら
れ
て
天
に
召
さ
れ
た

方
の
ご
家
族
が
親
子
で
洗
礼
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
聖
隷
グ
ル
ー
プ
の
豊
か
な

交
わ
り
の
な
か
で
、
教
会
に
祝
福
が
溢

れ
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
堂
築
40
年
を
超
え
る
住
吉
会
堂
で

は
、
外
壁
塗
装
、
屋
根
防
水
塗
装
、
駐

車
場
照
明
取
替
え
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
修

理
等
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
会
堂
の
土
地
は
、
聖
隷
福
祉
事
業

団
所
有
で
あ
る
こ
と
も
、
遠
州
栄
光
教

会
と
聖
隷
グ
ル
ー
プ
が
と
も
に
歩
ん
で

き
た
恵
み
を
深
め
、
新
た
に
す
る
課
題

と
し
て
向
き
あ
い
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
も
皆
様
の
す
べ
て
の
尊

い
歩
み
と
働
き
に
神
の
豊
か
な
祝
福
が

満
た
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
良
き
交
わ
り
を
、
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

 

（
1
／
14　

主
任
牧
師　

星
野　

健
）

神
戸
聖
隷
福
祉
事
業
団

　

神
戸
聖
隷
福
祉
事
業
団
に
と
っ
て
第
5

期
中
期
計
画
（
２
０
２
３
～
２
０
２
５
年

度
）
の
最
終
年
度
と
な
る
２
０
２
５
年
度

は
、
創
業
50
周
年
を
迎
え
る
年
度
と
も
な

り
ま
す
。「
私
た
ち
は
、
今
日
ま
で
の
歩

み
に
誇
り
を
も
っ
て
地
域
社
会・利
用
者・

職
員
の
し
あ
わ
せ
を
次
の
半
世
紀
に
つ
な

い
で
い
き
ま
す
」
と
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

に
向
け
て
、
着
実
に
そ
の
歩
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

創
業
50
周
年
記
念
事
業
は
、
テ
ー
マ
を

「
感
謝
と
希
望
」
と
し
て
、
6
月
21
日
に

当
法
人
創
業
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
西
神
戸
教

会
で
記
念
礼
拝
を
守
り
、
10
月
17
日
に
は

創
業
記
念
式
典
を
開
催
し
、
関
係
す
る
皆

さ
ま
へ
の
感
謝
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
11
月
に
は
「
仕
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
タ
イ
国
で
の
海
外
研
修

（
理
念
研
修
）
を
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

折
し
も
２
０
２
５
年
は
戦
後
80
年
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
か
ら
30
年
と

い
う
年
で
も
あ
り
ま
す
。
神
戸
聖
隷
に

と
っ
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
50
年
に
向
か

う
べ
く
第
6
期
中
期
計
画
（
２
０
２
６

～
２
０
２
８
年
度
）
を
策
定
す
る
年
で

も
あ
り
ま
す
。
社
会
福
祉
事
業
は
、
社

会
が
平
和
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
成
り

立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
節

目
の
年
に
法
人
設
立
の
原
点
に
立
ち
返

り
、「
い
の
ち
」
が
大
切
に
さ
れ
、「
平
和
」

を
創
り
だ
す
法
人
と
な
る
べ
く
、
今
後

の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

（
1
／
6　

常
務
理
事　

村
山
盛
光
）

聖
隷
福
祉
事
業
団

　

経
済
社
会
活
動
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍

は
２
０
２
３
年
で
収
束
し
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
新
規
感
染
者
は
今
な
お
発

生
し
、
感
染
症
対
策
は
常
に
必
要
な
状

況
で
す
。
医
療
・
福
祉
事
業
に
お
い
て

は
、
と
り
わ
け
病
院
経
営
の
厳
し
さ
が

加
速
し
た
と
い
え
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
は
元
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
と
し
て
、

行
政
機
関
等
の
要
請
に
基
づ
き
、
1
月

2
日
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
を
皮
切
り
に
医

療
・
福
祉
分
野
70
名
の
派
遣
を
実
施
し

ま
し
た
。
大
き
な
課
題
で
あ
る
デ
ジ
タ

ル
化
で
は
、
よ
り
効
率
的
に
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
体
制
を
模
索

し
、
浜
松
市
内
の
聖
隷
関
連
病
院
と
健

診
事
業
で
は
画
像
検
査
デ
ー
タ
を
相
互

に
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
電

子
問
診
や
遠
隔
診
療
に
ト
ラ
イ
ア
ル
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
施
設
に
お
い
て
は

従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
見
守
り
シ

DMAT ドクターヘリによる患者さん搬送
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ス
テ
ム
」
を
直
営
施
設
で
は
１
０
０
％

導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
た
福
祉
分
野

の
北
欧
研
修
を
再
開
さ
せ
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
度
の
事
業
方
針
は
「
高

い
専
門
性
と
広
い
視
野
に
よ
る
、
人
の

心
に
響
く
仕
事
の
実
践
」
で
す
。
厳
し

い
社
会
情
勢
が
続
く
中
で
も
、
聖
隷
の

理
念
に
基
づ
い
た
事
業
展
開
を
進
め
、

経
営
基
盤
の
強
化
、
多
様
な
働
き
方
に

対
応
し
た
人
材
確
保
を
通
じ
て
、
地
域

の
皆
様
の
心
に
響
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。

北欧研修／サムハル
ベジタブル工場にて

 （
1
／
15　

常
務
執
行
役
員　

彦
坂
浩
史
）

小
羊
学
園

　

昨
年
末
、
創
立
者
で
あ
る
山
浦
俊
治

の
召
天
30
年
と
な
っ
た
。
在
任
中
の
理

事
長
で
年
齢
的
に
も
全
く
予
期
し
な
い

出
来
事
だ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

関
係
者
一
同
大
き
な
不
安
の
中
に
あ
り

な
が
ら
、
そ
の
後
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
、
日
本
が
戦

後
築
き
上
げ
て
き
た
社
会
が
問
わ
れ
る

な
か
、
次
々
と
進
め
ら
れ
た
社
会
福
祉

改
革
に
対
応
し
つ
つ
、
そ
れ
で
も
何
と

か
今
日
ま
で
事
業
を
継
続
し
て
く
る
こ

と
が
で
き
た
。
決
し
て
容
易
で
は
な
い

利
用
者
支
援
を
担
っ
て
く
れ
た
職
員
は

じ
め
、
変
わ
ら
ず
に
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
ご
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
の
他

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
者
の
皆
様
の
存
在
ぬ

き
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
ら
た

め
て
自
分
た
ち
の
歴
史
を
ふ
り
返
り
、

創
立
か
ら
今
日
ま
で
の
神
の
守
り
と
導

き
に
感
謝
す
る
一
年
で
あ
っ
た
。

　

今
年
は
、
小
羊
学
園
が
初
め
て
静
岡

市
内
に
開
設
し
た
重
症
心
身
障
害
児

（
者
）
施
設
つ
ば
さ
静
岡
が
20
周
年
を

迎
え
る
。

　

働
き
人
の
確
保
の
難
し
さ
に
加
え
、

ま
す
ま
す
複
雑
に
な
る
福
祉
制
度
に
合

わ
せ
て
運
営
す
る
こ
と
の
苦
労
を
思
わ

ざ
る
を
得
な
い
が
、
明
日
の
こ
と
を
思

い
煩
わ
ず
、
与
え
ら
れ
た
命
を
精
一
杯

生
き
る
こ
と
を
重
い
知
的
ハ
ン
デ
ィ
を

も
つ
人
た
ち
の
笑
顔
か
ら
学
び
つ
つ
歩

ん
で
い
き
た
い
。

 

（
1
／
16　

理
事
長　

稲
松
義
人
）

牧
ノ
原
や
ま
ば
と
学
園

【
昨
年
と
新
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
】

■ 

経
営
・
施
設
関
連

①
最
低
賃
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
に
対
応
し
、

本
年
４
月
か
ら
給
与
規
定
を
改
正
。

②
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ぎ
ん
も
く
せ
い
」

の
指
定
管
理
期
間
（
二
期
十
年
）
が

満
了
し
た
の
で
、
２
０
２
４
年
3
月

末
で
島
田
市
へ
返
却
。

③
「
就
労
継
続
Ｂ
型
事
業
所
・
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
コ
ス
モ
ス
」
は
、
ご
利
用

者
の
状
況
変
化
に
合
わ
せ
、
２
０
２

５
年
度
か
ら
は
、「
生
活
介
護
」
に
種

別
変
更
の
予
定
で
、
大
規
模
改
修
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。

■ 

人
材
の
確
保

　

大
き
な
課
題
で
す
が
、
現
在
は
、
入

所
施
設
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
外
国
人

ワ
ー
カ
ー
を
期
待
す
る
こ
と
が
多
く
、

目
下
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
生
4
名
、
特
定
技
能
介

護
生
4
名
、
そ
の
他
日
本
在
住
の
外
国

籍
の
方
4
名
が
働
い
て
お
り
、
本
年
12

月
に
は
Ｅ
Ｐ
Ａ
生
2
名
が
加
わ
る
の
で
、

そ
の
時
点
で
、
障
碍
者
支
援
施
設
を
体

験
す
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
生
は
4
名
に
。（
そ
の
他

の
10
名
は
介
護
福
祉
施
設
に
勤
務
。）

■ 

そ
の
他

　

昨
秋
か
ら
、
管
理
者
た
ち
が
関
わ
る

「
や
ま
ば
と
未
来
計
画
」
が
機
能
し
始

め
、
経
営
、
人
材
、
支
援
、
研
修
、
建

物
・
環
境
、
地
域
社
会
の
6
視
点
か
ら

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
実
施
。
今
後
の
主
要
計
画

と
し
て
は
、
聖
書
に
聴
く
時
間
の
設
定
、

有
事
に
機
能
す
る
防
災
体
制
の
確
立
、

孤
立
者
を
防
ぐ
地
域
交
流
事
業
の
実
施
、

行
政
・
教
育
・
実
業
・
教
会
関
係
者
と

職
員
と
の
対
話
等
が
あ
り
ま
す
。

 

（
1
／
17　

理
事
長　

長
澤
道
子
）

子どもたちを抱えブランコ
遊びをする故 山浦夫妻

遠出の外出で山梨県忍野村へ
／つばさ静岡

地域の「里山の会」の皆さんが、
今年も餅つきにご協力／野ばら

愛護ギャラリーで育成会会長賞を
受賞し喜ぶご利用者
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ブ
ラ
ジ
ル
希
望
の
家

　

ブ
ラ
ジ
ル
希
望
の
家
は
２
０
２
４
年

度
に
54
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。
現
在
、

女
性
35
名
、
男
性
32
名
計
67
名
の
知
的

障
が
い
者
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者

が
人
生
の
目
標
や
夢
を
実
現
し
、
充
実

し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

以
下
は
、
２
０
２
４
年
「
希
望
の
家
」

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
す
。

■ 

陶
芸
工
房
の
開
設

　

工
房
の
建
設
が
完
了
し
、
設
備
が
整

い
、
人
材
が
育
成
さ
れ
た
後
、
私
た
ち

は
希
望
の
家
に
粘
土
関
連
の
活
動
を
導

入
し
ま
し
た
。
工
房
の
ス
ペ
ー
ス
が
拡

張
さ
れ
、
電
動
ろ
く
ろ
が
導
入
さ
れ
、

作
品
制
作
用
の
石
膏
型
を
作
成
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
工
房
は
大
成
功

で
、
年
末
ま
で
に
１
０
０
０
個
を
超
え

る
作
品
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

新
た
な
指
針
と
取
り
組
み理事会メンバー、ボランティア、

家族、スタッフが話し合い新しい
制度指針を決定します

　

２
０
２
４
年
は
特
に
大
き
な
変
革
と

し
て
、
知
的
障
が
い
者
と
社
会
の
関
係

を
正
常
化
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
知

的
障
が
い
者
と
健
常
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
統
合
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

お
む
つ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
陶
芸
ス
タ

ジ
オ
か
ら
始
め
て
、
障
が
い
の
な
い
高

齢
者
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
拡
張
し
始
め
ま

し
た
。

■ 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト

　

私
た
ち
は
毎
年
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
ま

す
。
そ
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア･

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

･

ア
ク
シ
ョ
ン
、

フ
ェ
ス
タ･

ジ
ュ

ニ
ー
ナ
（
6
月

の
豊
穣
祭
）、

フ
ェ
ス
タ･

ド

･

ヴ
ェル
デ
（
グ

リ
ー
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
と
い
う

3
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
ま
し
た
。

　

第
44
回
フ
ェ
ス
タ･

ド･

ヴ
ェ
ル
デ

は
、
希
望
の
家
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

2
日
間
で
１
万
５
千
人
を
超
え
る
参
加

者
が
祭
り
を
楽
し
み
、
日
本
の
文
化
を

体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
施
設
の
経
費
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

 （
1
／
20　

理
事
長　

下
本
明
美
ジ
ル
セ
）

聖 

隷 

学 

園

新
理
事
長
就
任

　

２
０
２
４

年
5
月
開
催

の
聖
隷
学
園

理
事
会
に
お

き
ま
し
て
、

長
谷
川
了
前

理
事
長
（
現

学
園
長
）
の
後
任
と
し
て
、
理
事
長
職

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ

い
た
建
学
の
精
神
を
大
切
に
し
、
世
の

中
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
全
力
で

考
え
、
学
園
事
業
の
発
展
の
た
め
に
専

心
努
力
し
て
こ
の
重
責
を
果
た
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
学
校
設
置
計
画
承
認

　

少
子
化
が
ま
す
ま
す
進
む
な
か
、
時

代
に
合
っ
た
人
材
、
国
際
分
野
で
活
躍

で
き
る
人
材
が
育
つ
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
度
２
０
２
６
年
度
開

校
予
定
の
新
学
校
「
聖
隷
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ス

ク
ー
ル
中
等

部
・
高
等
部
」

の
設
置
計
画

が
、
２
０
２

４
年
8
月
に

静
岡
県
私
学

審
議
会
の
審

議
を
経
て
正

式
に
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

小
学
校
か
ら

継
続
す
る
12

年
間
の
先
進

的
な
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育

（
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
に
よ
る
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教

育
・
世
界
基
準
の
探
究
型
の
学
び
）
を

よ
り
明
確
に
実
施
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

新
校
舎
の
建
築
工
事
も
始
ま
り
ま
し

た
。
工
事
期
間
中
、
地
域
の
皆
様
、
近

隣
施
設
の
皆
様
に
は
何
か
と
ご
不
便
を

お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
日
頃

の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

教
育
機
関
を
有
す
る
こ
の
三
方
原
地
域

に
お
い
て
、
新
た
な
時
代
を
支
え
、
聖

隷
の
精
神
を
実
践
す
る
人
材
の
育
成
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
1
／
21　

理
事
長　

小
栁
守
弘
）

聖隷クリストファーグローバルスクール中等部・高等部聖隷クリストファーグローバルスクール中等部・高等部

新校舎完成予想図（2026 年 3 月小学校校舎東隣に完成予定）新校舎完成予想図（2026 年 3 月小学校校舎東隣に完成予定）
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聖
書
の
こ
と
ば

「
も
っ
と
も
、信
心
は
、満
ち
足
り
る
こ
と
を
知
る
者
に
は
、

大
き
な
利
得
の
道
で
す
。」  

テ
モ
テ
へ
の
手
紙 

第
六
章
六
節

学
校
法
人
聖
隷
学
園
　
宗
教
部
主
任  

仲
　
義
之

　

聖
隷
の
歴
史
を
振
り
返
る
時
、
賀
川

豊
彦
（
一
八
八
八
～
一
九
六
〇
年
）
の

名
は
重
要
で
す
。

　

彼
は
若
干
二
一
歳
で
神
戸
の
ス
ラ
ム

街
に
身
を
投
じ
、
神
学
生
と
し
て
学
ぶ

傍
ら
慈
善
活
動
を
行
い
、
留
学
後
は
労

働
問
題
や
関
東
大
震
災
の
復
興
を
実
践

し
つ
つ
「
協
同
組
合
」
を
広
め
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
や
米
国
は
も
ち
ろ
ん
、
世

界
中
で
講
演
を
行
い
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
や
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
と
い
っ
た
面
々
と
世
界
平
和
を

論
じ
る
こ
と
が
で
き
た
稀
有
な
存
在
感

を
放
つ
国
際
人
で
し
た
。

　

長
谷
川
保
は
こ
の
賀
川
に
聖
隷
へ
の

資
金
援
助
を
依
頼
し
ま
す
。
一
度
は
断

り
の
連
絡
が
入
り
ま
す
が
、
そ
の
後
に

対
談
の
機
会
が
あ
り
、
賀
川
が
主
導
し

て
い
た
イ
エ
ス
の
友
会
に
お
け
る
「
一

坪
献
金
運
動
」（
一
九
三
四
年
）
に
よ
っ

て
、
聖
隷
は
現
在
の
三
方
原
聖
隷
エ
リ

ア
の
敷
地
の
購
入
に
至
り
ま
し
た
。『
夜

も
昼
の
よ
う
に
輝
く
』（
ｐ
96
～
）

　

そ
の
賀
川
に
は
「
十
字
架
に
よ
る
満
ち

足
り
た
信
心
」
を
基
礎
と
す
る
経
済
思

想
が
あ
り
ま
し
た
。
一
九
三
六
年
、
彼

は
ア
メ
リ
カ
人
を
聴
衆
と
し
て
、「
近
代

資
本
主
義
体
制
は
十
字
架
の
持
つ
経
済

的
含
意
を
無
視
し
そ
れ
を
経
済
の
価
値

と
は
無
縁
の
宗
教
的
な
事
柄
に
過
ぎ
な

い
も
の
と
し
て
十
字
架
を
足
下
に
踏
ん

づ
け
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、
失
業
や

恐
慌
と
い
っ
た
あ
の
酷
い
年
月
を
経
験

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。」（『
友
愛
の
経
済

学Brotherhood Econom
ics

』
コ
ー

プ
出
版
ｐ
43
）
と
語
り
、
宗
教
的
信
念

と
経
済
活
動
の
つ
な
が
り
を
明
示
し
ま

す
。「
信
心
」
と
い
う
言
葉
はεὐσεβείᾳ

（
エ
ウ
セ
ベ
イ
ア
）
と
い
っ
て
し
ば
し

ば
、「
敬
虔
」
と
訳
さ
れ
ま
す
。
献
身
的

姿
勢
と
か
、
信
心
深
い
振
る
舞
い
、
と

い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
二
一

世
紀
に
入
り
、「
法
令
順
守
」
や
「
企

業
の
社
会
的
責
任
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

な
ど
の
テ
ー
マ
が
賀
川
の
思
想
と
実
践

に
親
近
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
再
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
信
頼
関
係
の
構
築
が

人
間
の
幸
福
追
求
の
最
重
要
課
題
な
の

で
す
。

　

世
界
各
地
で
の
戦
争
や
災
害
の

ニ
ュ
ー
ス
に
心
を
痛
め
る
日
々
が
続

く
２
０
２
５
年
の
始
め
に
あ
た
り
、

日
々
苦
し
む
人
々
の
上
に
、
そ
し
て

皆
様
の
上
に
神
様
の
豊
か
な
お
恵
み

が
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　

歴
史
資
料
館
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
活
動
停
滞
か
ら
よ
う
や
く
回
復
し
、

見
学
・
研
修
の
入
館
者
数
、
と
り
わ

け
海
外
か
ら
の
見
学
者
の
受
入
れ
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
に

は
、
休
止
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
法
人

の
代
表
に
よ
る
資
料
館
運
営
委
員
会

を
再
開
し
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
目
の
前
の
援
け
を
必
要
と
す
る
人

の
た
め
に
」
神
と
人
と
に
仕
え
よ
う

と
長
谷
川
保
を
中
心
に
95
年
前
に
事

業
を
立
ち
上
げ
た
聖
隷
の
先
駆
者
た

ち
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
医
療
・
福
祉
・

教
育
の
分
野
で
新
た
な
事
業
を
始
め

た
法
人
の
設
立
者
た
ち
が
次
々
に
天

に
召
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
精
神
、

こ
こ
ろ
ざ
し
を
次
世
代
、
次
々
世
代

が
ど
う
継
承
し
て
現
代
に
活
か
し
て

新
し
い
聖
隷
を
築
い
て
ゆ
く
か
が
課

題
で
す
。
現
在
聖
隷
グ
ル
ー
プ
の
事

業
は
大
き
く
拡
が
り
ま
し
た
が
事
業

に
携
わ
る
者
が
そ
の
原
点
を
知
り
、

振
り
返
り
、
こ
こ
ろ
に
留
め
、
法
人

聖
隷
グ
ル
ー
プ
と
聖
隷
歴
史
資
料
館
の
役
割

を
越
え
て
共
に
高
め
合
う
こ
と
が
ま

す
ま
す
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

歴
史
資
料
館
主
催
の
「
聖
隷
グ
ル
ー

プ
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
交
流
会
」
は
、

２
０
０
９
年
か
ら
10
年
間
、
10
回
に

渡
り
開
催
さ
れ
た
後
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
休
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
内
容
を
再
検
討
し
、
ま
た
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
以
外
の
職
員
・
関
係
者
も

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
会
の
名
称
を

変
え
再
開
で
き
る
時
期
を
待
つ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
当
分
の
間
は
、「
歴

史
資
料
館
だ
よ
り
」
の
発
行
を
続
け

て
聖
隷
の
理
念
を
確
認
し
な
が
ら
聖

隷
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
共
有
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

歴
史
資
料
館
は
聖
隷
の
歴
史
と
精

神
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
を
、

展
示
パ
ネ
ル
、
文
書
・
物
品
、
画
像
、

動
画
等
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
聖
隷

グ
ル
ー
プ
職
員
の
方
々
は
も
と
よ
り
、

聖
隷
の
施
設
の
利
用
者
の
方
々
、
ま

た
聖
隷
の
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
々

ほ
か
一
般
の
皆
様
の
資
料
館
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
開
館
日
・

時
間
そ
の
他
に
つ
い
て
は
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

聖
隷
歴
史
資
料
館
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は
た
ら
く
信
仰
に
よ
っ
て
の
み
生
き
ら
れ

る
」
と
訳
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
信
仰
な
し

に
は
そ
れ
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
聖
書
の

言
葉
は
皆
そ
う
で
す
ね
。

　
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
結
ば
れ
て
い
れ

ば
、
割
礼
の
有
無
は
問
題
で
は
な
く
、
愛

の
実
践
を
伴
う
信
仰
こ
そ
大
切
で
す
」
こ

れ
の
本
来
の
訳
は
「
何
か
の
役
に
立
つ
の

は
信
仰
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
信
仰
は
、
愛

の
手
段
に
よ
っ
て
は
た
ら
く
」
愛
に
よ
っ

て
は
た
ら
く
と
い
う
意
味
で
す
ね
。
だ
か

ら
そ
う
い
う
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
信
じ

る
、
十
字
架
の
救
い
を
信
ず
る
信
仰
、
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
神
が
私
ど
も

を
い
か
に
愛
し
て
永
遠
の
命
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
か
。
そ
し
て
地
上
の
生
活
を

終
え
て
天
に
至
っ
て
、
永
遠
の
命
を
神
と

と
も
に
生
き
る
と
い
う
道
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
か
。
た
だ
で
お
与
え
く
だ
さ
っ

た
。
そ
れ
な
ら
ば
私
ど
も
は
、
進
ん
で
主

が
お
命
じ
に
な
っ
た
ア
ガ
ペ
ー
の
愛
を
実

行
し
て
い
こ
う
。
自
分
だ
け
良
け
れ
ば
い

い
と
内
に
引
っ
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
く

て
、
一
切
の
報
い
を
求
め
ず
、
自
ら
進
ん

で
世
の
悩
み
を
、
人
の
悩
み
を
負
っ
て
い

こ
う
。
仏
教
も
、
孔
子
も
、
ギ
リ
シ
ャ
哲

学
も
、
エ
ジ
プ
ト
の
賢
者
た
ち
も
言
い
得

な
か
っ
た
、
や
り
得
な
か
っ
た
こ
と
を
私

ど
も
は
今
主
の
言
葉
を
聞
い
て
行
お
う
。

　

15
節
に
、「
偽
預
言
者
を
警
戒
せ
よ
」

と
い
う
言
葉
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の

「
偽
預
言
者
」
と
い
う
の
は
本
物
で
な
い

預
言
者
と
い
う
こ
と
。「
警
戒
せ
よ
」
と

長
谷
川
保
聖
書
研
究

長
谷
川
保
聖
書
研
究

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
第
七
章

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
第
七
章

　
十
三
節
〜
十
五
節
　

　
十
三
節
〜
十
五
節
　    《
狭
い
門
》

《
狭
い
門
》

《
偽
預
言
者
を
警
戒
し
な
さ
い
》

《
偽
預
言
者
を
警
戒
し
な
さ
い
》

　

13
節
、「
狭
い
門
か
ら
入
り
な
さ
い
。

滅
び
に
通
じ
る
門
は
広
く
、
そ
の
道
は

広
々
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
入
る
者
が
多

い
。
し
か
し
、
い
の
ち
に
通
じ
る
門
は
な

ん
と
狭
く
、
そ
の
道
も
細
い
こ
と
か
。
そ

れ
を
見
い
だ
す
者
は
少
な
い
」

　

自
ら
愛
の
道
を
行
く
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
時
に
は
私
ど
も
は
努
力
を
要
す

る
し
、
自
分
の
た
め
の
利
己
的
な
生
活
と

い
う
も
の
を
捨
て
れ
ば
捨
て
る
ほ
ど
愛
の

業
が
で
き
る
。
道
が
狭
く
な
っ
て
く
る
。

そ
れ
が
命
。
永
遠
の
命
に
至
る
道
と
い
う

の
は
、
自
分
の
欲
だ
け
を
満
た
し
て
い
く

と
い
う
道
で
は
な
く
て
、
逆
に
自
分
の
欲

を
整
理
し
て
、
主
が
お
命
じ
に
な
っ
た
信

仰
か
ら
出
る
愛
の
業
を
す
る
。

　

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
私
ど
も
の
た
め

に
死
ん
で
く
だ
さ
っ
て
私
ど
も
が
永
遠
の

命
に
つ
な
が
れ
た
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
を
赦
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
し
に

は
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と

知
っ
て
い
な
け
れ
ば
こ
う
い
う
愛
の
道
に

は
進
ん
で
い
け
な
い
。
こ
こ
に
信
仰
か
ら

出
る
愛
、
あ
る
い
は
パ
ウ
ロ
が
言
う
「
尊

い
の
は
、
信
仰
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
信
仰

は
愛
を
手
段
と
し
て
は
た
ら
く
」
と
い

う
、
ガ
ラ
テ
ヤ
人
へ
の
手
紙
の
言
葉
が
出

て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
日
本
語
で
は
、「
信

仰
に
よ
っ
て
は
た
ら
く
愛
、
愛
に
お
い
て

い
う
の
は
注
意
深
く
警
戒
し
て
怠
ら
な
い

と
い
う
よ
う
な
意
味
で
す
。

　

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
は
紀
元
８
４
年

頃
、
つ
ま
り
主
が
世
を
去
っ
て
か
ら
50
年

ぐ
ら
い
後
に
書
か
れ
た
、
と
い
う
よ
り
は

む
し
ろ
そ
の
頃
に
編
集
さ
れ
た
と
い
っ
て

い
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
頃
に
預

言
者
と
い
う
人
々
、
一
定
の
す
み
か
を
持

た
ず
す
べ
て
を
捨
て
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の

町
々
を
廻
り
、
キ
リ
ス
ト
の
教
会
に
彼
ら

が
直
接
、
神
か
ら
受
け
た
と
確
信
す
る
言

葉
を
伝
え
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
今
日
で

言
う
巡
回
伝
道
者
と
い
う
よ
う
な
か
た
ち

の
生
活
、
お
金
、
住
居
、
家
を
持
た
な

い
、
一
切
何
も
持
た
な
い
で
や
っ
た
。

　

紀
元
１
０
０
年
頃
に
最
初
の
教
会
の
よ

る
べ
き
規
則
を
書
い
た
も
の
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
偽
預
言
者
に
つ
い
て
色
々

な
こ
と
が
詳
し
く
書
い
て
あ
っ
て
、
三
日

以
上
同
じ
と
こ
ろ
に
逗
留
す
る
者
、
パ
ン

以
外
の
物
を
求
め
る
者
、
金
を
求
め
る
者

は
偽
預
言
者
で
あ
る
と
書
い
て
あ
る
。
ず

い
ぶ
ん
厳
し
く
、
や
は
り
そ
う
い
う
偽
預

言
者
が
出
て
き
て
教
会
を
食
い
物
に
し
て

い
た
の
で
す
ね
。
そ
れ
を
厳
し
く
戒
め
た

わ
け
で
す
。
真
理
を
教
え
な
が
ら
こ
れ
を

実
行
し
な
い
者
は
偽
預
言
者
で
あ
る
と
。

　

こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
会
に
な
っ
て
か
ら

だ
け
で
は
な
く
ユ
ダ
ヤ
教
の
ラ
ビ
に
つ
い

て
も
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
ラ
ビ
は
自
活
す
る
た
め
に
手
に
職
を

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
教
え

た
時
に
金
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
の
伝
統
の
中
に
そ

う
い
う
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た

の
で
す
ね
。
し
か
し
そ
の
厳
し
さ
が
果
た

し
て
守
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
こ
の
頃
、
も
う
偽
預
言
者
と

い
う
言
葉
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
か
ら
、

い
か
に
宗
教
と
い
う
の
は
堕
落
し
や
す
い

も
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

逆
に
言
え
ば
、
我
々
が
本
当
に
神
に

従
い
キ
リ
ス
ト
に
仕
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
い
か
に
自
ら
を
厳
し
く
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
。
こ
の
世
の
欲
と
い
う
も
の

を
我
々
は
捨
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
わ
け
で
、
そ
う

い
う
意
味
で
、「
狭
い
門
か
ら
入
れ
」
と

い
う
言
葉
、「
滅
び
に
至
る
門
は
大
き
く
」

と
い
う
そ
の
言
葉
が
よ
く
分
か
り
ま
す

ね
。

　

や
っ
ぱ
り
真
理
の
道
を
歩
む
と
い
う
の

は
、
そ
う
あ
っ
ち
に
も
こ
っ
ち
に
も
勝
手

に
歩
め
る
も
の
で
は
な
い
。
罪
と
い
う

言
葉
が
的
を
は
ず
す
と
い
う
言
葉
で
あ

り
、
あ
る
い
は
道
を
踏
み
外
す
と
い
う
意

味
の
言
葉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
思
い
合

わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
偽
預

言
者
に
深
い
注
意
を
も
っ
て
警
戒
し
な
さ

い
と
。
こ
れ
は
人
の
こ
と
で
は
な
い
、
私

ど
も
自
身
が
深
く
省
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
真
理
を
教
え
る
な
ら
ば
、
真
理
を
実

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
な
け

れ
ば
偽
預
言
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

（
聖
句
の
引
用
は
口
語
訳
聖
書
に
よ
る
。

既
刊
「
長
谷
川
保
聖
書
研
究 

マ
タ
イ
に

よ
る
福
音
書
」
よ
り
）


